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事
 
（

一
切
の
経
過
を
含
む
）

時

十
八

十
九

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日

至

 
会
場
の
所
在
地

 
会
場
の
名
称

　
出
席
者

別
　
紙
　
記
　
載

大
阪
市
中
央
区
西
心
斎
橋
一
ー
三
ー
三

　
　
　
　
　
議
　
　
事
　
　
録

印

三
十
七

自

団
体
名
称
と
責
任
者
氏
名

開
催
年
月
日

 
会
議
の
名
称

　
出
席
人
数

第
二
回
香
粧
品
支
部
総
会

ホ
テ
ル
日
航
大
阪

近
畿
大
学
校
友
会
香
粧
品
支
部
　
支
部
長
　
亀
田
宗
一

法
の
英
知
を
結
集
し
社
会
貢
献
を
行
う
。

 
昨
今
の
香
粧
品
技
術
の
発
展
は
日
本
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
、
大
切
な
学
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
大
学
に
香
粧
品
を
カ
リ
キ

支
部
開
催
趣
旨

 
近
畿
大
学
は
「
五
十
二
万
の
人
材
」
と
言
わ
れ
る
多
く
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
て
お
り
、
近
畿
大
学
の
学
生
は
そ
の
人
材
を
活

用
し
就
職
活
動
を
有
利
に
進
め
て
い
る
。
卒
業
生
は
多
種
多
様
な
職
種
に
就
い
て
活
躍
し
て
お
り
、
中
で
も
香
粧
品
関
係
に
多
く
の
卒
業

生
が
就
職
し
、
親
密
な
絆
を
保
っ
て
い
る
。
会
員
増
強
に
つ
い
て
は
化
粧
品
関
係
会
社
や
香
料
メ
ー
カ
ー
に
案
内
を
送
り
卒
業
生
の
所
存

を
確
認
し
、
会
員
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
香
粧
品
支
部
は
た
だ
の
同
業
の
集
い
で
な
く
香
粧
品
の
研
究
開
発
、
製
造
技
術
、
営
業
方



 
香
粧
品
支
部
支
部
長
　
亀
田
宗
一
か
ら
挨
拶
の
言
葉

年
七
月
の
第
一
回
総
会
で
は
四
十
名
の
参
加
者
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
年
に
は
会
員
数
は
更
に
増
加
し
六
十
四
名
に
な
っ
た
。
香

香
粧
品
関
係
に
は
多
く
の
方
が
勤
め
て
お
り
、
本
香
粧
品
支
部
は
平
成
二
十
七
年
十
二
月
に
四
社
二
十
二
名
で
発
足
し
、
平
成
二
十
八

 
近
畿
大
学
校
友
会
副
幹
事
長
　
山
口
英
治
様
か
ら
挨
拶
の
言
葉

②
来
賓
挨
拶

う
。
ま
た
、
近
畿
大
学
生
の
就
職
支
援
に
も
力
を
入
れ
、
学
生
が
有
利
に
就
職
で
き
る
よ
う
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

香
粧
品
に
お
い
て
は
今
で
も
日
本
が
一
番
の
技
術
・
知
識
を
持
ち
、
そ
の
技
術
力
で
持
っ
て
近
畿
大
学
、
ま
た
は
社
会
へ
の
貢
献
を
行

粧
品
に
対
す
る
思
い
、
卒
業
生
同
士
の
絆
に
対
し
て
皆
様
の
強
い
賛
同
を
得
ら
れ
た
結
果
と
考
え
る
。

こ
の
新
た
な
試
み
は
、
近
畿
大
学
を
世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
卒
業
生
の
『
母
校
愛
』
の
目
覚
め
に
繋
が
る
の
で
は

ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
こ
の
香
粧
品
支
部
は
、
将
来
近
畿
大
学
に
香
粧
品
学
部
を
作
る
礎
に
な
る
と
信
じ
る
。

数
多
く
集
ま
っ
て
頂
き
、
第
二
回
香
粧
品
支
部
総
会
を
開
催
す
る
。

①
支
部
長
挨
拶

 
本
日
は
学
部
を
超
え
た
強
い
絆
、
香
粧
品
技
術
を
通
じ
て
の
社
会
貢
献
、
香
粧
品
支
部
設
立
へ
の
支
援
と
母
校
愛
に
目
覚
め
た
方
々
が

な
い
か
。
ま
た
、
近
畿
大
学
の
学
生
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
も
尽
力
し
て
い
く
。



支
部
は
新
し
い
支
部
が
多
く
、
勢
い
が
あ
り
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
支
部
は
柔
ら
か

③
活
動
報
告

 
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
り
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

に
絆
を
愛
し
て
い
く
支
部
が
多
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
様
々
な
支
部
が
集
ま
っ
て
百
六
十
九
支
部
が
あ
り
、
そ
の
協
力
の
下
、
校
友
会
は

 
近
畿
大
学
は
四
年
連
続
受
験
者
数
日
本
一
を
記
録
し
て
お
り
、
八
年
後
の
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
、
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
規
模
整

大
学
に
多
大
な
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
第
二
回
香
粧
品
支
部
総
会
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
校
友
会
並
び
に
近
畿

域
支
部
や
職
域
支
部
を
見
て
き
ま
し
た
が
校
友
の
絆
・
社
会
貢
献
・
大
学
へ
の
寄
与
と
い
っ
た
点
で
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
専
門
職

校
友
会
支
部
に
は
地
域
支
部
、
職
域
支
部
、
専
門
職
支
部
が
あ
り
現
在
百
六
十
九
支
部
、
同
窓
会
が
二
十
支
部
あ
り
ま
す
。
色
々
な
地

グ
で
も
近
畿
大
学
は
日
本
の
有
数
の
私
立
大
学
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
受
験
者
数
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
情
報
発
信
の
努
力
と
高
い
研
究
開
発
力
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
世
界
の
大
学
ラ
ン
キ
ン

を
進
め
て
い
き
た
い
。
先
日
も
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
タ
ワ
ー
棟
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
、
メ

備
計
画
、
泉
が
丘
に
医
学
部
を
移
設
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大
き
く
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。
校
友
会
も
大
学
と
連
携
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



が
在
学
し
て
い
た
時
と
は
全
く
違
う
。
香
粧
品
支
部
と
し
て
も
チ
ケ
ッ
ト
を
予
約
す
る
の
で
、
皆
様
に
は
十
月
十
五
日
の
定
期
総
会
に
ぜ

香
粧
品
支
部
も
近
畿
大
学
の
一
〇
〇
周
年
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
皆
様
に
は
周
 
り
の
卒
業
生
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
卒
業
生
で

ら
い
、
理
美
容
師
を
目
指
す
人
は
最
高
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

集
す
れ
ば
世
界
に
全
く
新
し
い
デ
ー
タ
を
示
せ
る
香
粧
品
を
打
ち
出
せ
る
。
ま
た
、
文
芸
学
部
に
は
香
粧
品
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て
も

香
粧
品
に
は
必
ず
医
学
、
薬
学
、
生
物
学
、
農
学
の
分
野
が
関
わ
っ
て
く
る
が
近
畿
大
学
に
は
全
て
が
揃
っ
て
い
る
。
そ
の
英
知
を
結

ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
自
分
が
卒
業
し
た
大
学
の
今
を
見
て
ほ
し
い
。

粧
品
支
部
で
は
あ
る
が
今
回
の
支
部
総
会
で
は
銀
行
関
係
の
方
に
も
参
加
し
て
頂
い
て
い
る
。
原
料
会
社
や
化
粧
品
を
製
造
す
る
機
械
を

　
香
粧
品
支
部
は
会
員
増
強
を
第
一
の
目
標
と
し
、
第
一
回
支
部
総
会
か
ら
本
日
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
関
係
各
社
に
ご
協
力
頂
き
、
香

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
、
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
近
代
的
な
図
書
館
や
寿
司
屋
な
ど
の
様
々
な
設
備
が
で
き
て
お
り
、
皆
様

 
こ
れ
ま
で
校
友
会
の
定
期
総
会
は
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
で
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
十
月
十
五
日
に
本
学
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

④
活
動
計
画

こ
と
が
出
来
た
。
今
後
も
ま
だ
ま
だ
会
員
増
強
を
目
指
し
て
い
く
。

年
十
二
月
に
は
執
行
部
会
を
開
き
、
各
執
行
役
員
で
三
名
以
上
を
香
粧
品
支
部
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
会
員
総
数
を
六
十
四
名
と
す
る

製
造
す
る
会
社
の
方
に
も
参
加
し
て
頂
き
、
色
々
な
視
点
で
今
後
の
化
粧
品
技
術
の
進
歩
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
頂
く
事
が
出
来
る
。
昨



⑦
特
別
講
演
「
香
粧
品
の
特
許
の
取
得
方
法
と
活
用
方
法
」

 
特
許
に
は
製
造
方
法
や
製
造
物
自
体
の
特
許
、
効
能
効
果
に
つ
い
て
の
特
許
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
い
き
な
り
論
文
を
先
に
書
く
の
は

常
識
に
捉
わ
れ
ず
見
方
を
変
え
る
こ
と
で
、
発
想
に
色
々
な
広
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

者
で
な
く
て
も
特
許
は
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
く
新
し
い
発
想
も
大
事
で
は
あ
る
が
、
当
た
り
前
の
事
に
も
特
許
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

 
何
を
特
許
に
す
れ
ば
い
い
の
か
、
何
が
特
許
に
で
き
る
の
か
は
分
か
り
に
く
く
、
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
人
が
多
い
。
し
か
し
、
技
術

 
香
粧
品
支
部
支
部
長
　
亀
田
宗
一

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
持
っ
て
協
力
し
て
頂
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
近
畿
大
学
に
入
学
す
る
学
生
に
は
勇
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

 
質
問
な
し
。

⑥
質
疑
応
答

月
二
十
一
日
に
会
計
監
査
を
行
っ
た
結
果
適
正
で
あ
っ
た
と
報
告
す
る
。

や
通
信
費
等
ま
た
繰
越
金
が
あ
り
、
収
入
と
同
じ
く
百
七
万
四
千
七
百
六
十
一
円
で
あ
っ
た
。
関
係
書
類
・
預
金
通
帳
等
に
よ
り
本
年
七

 
香
粧
品
支
部
の
収
入
は
主
に
寄
付
と
総
会
会
費
、
幹
事
会
会
費
か
ら
な
っ
て
お
り
、
百
七
万
四
千
七
百
六
十
一
円
、
支
出
は
総
会
費
用

⑤
会
計
監
査
報
告



実
行
な
し
、
実
行
な
き
者
に
成
功
な
し
」
、
目
的
を
持
っ
て
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
え
ば
い
い
。
最
先
端
の
実
験
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
、

こ
れ
か
ら
の
香
粧
品
は
化
学
か
ら
華
学
へ
デ
ー
タ
を
持
っ
て
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
、
香
粧
品
は
日
本
が
ト
ッ
プ
レ
ベ

炎
症
を
起
こ
さ
な
い
物
を
使
う
だ
け
で
、
薬
で
は
な
く
自
然
治
癒
力
に
よ
り
劇
的
な
改
善
が
見
ら
れ
た
。

実
際
の
検
証
の
一
例
と
し
て
、
浸
透
剤
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
手
荒
れ
が
刺
激
の
な
い
洗
浄
剤
に
代
え
る
こ
と
で
６
ヵ
月
で
綺
麗
に
治
る
。

 
現
在
は
日
本
で
申
請
し
た
と
同
時
に
、
米
国
、
欧
州
、
A
S
E
A
N
、
そ
の
他
の
世
界
各
国
に
お
い
て
特
許
を
申
請
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

近
畿
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

で
効
能
効
果
の
特
許
を
容
易
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

難
し
い
、
特
許
を
先
に
抑
え
て
、
そ
れ
を
論
文
に
す
る
の
は
難
し
く
な
い
。
香
り
や
植
物
抽
出
物
に
つ
い
て
は
、
成
分
を
単
離
す
る
こ
と

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
重
要
で
、
吉
田
松
陰
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
「
夢
な
き
者
に
理
想
な
し
、
理
想
な
き
者
に
計
画
な
し
、
計
画
な
き
者
に

の
も
の
と
し
て
特
許
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
成
果
を
特
許
に
書
こ
う
と
す
る
と
難
し
い
が
計
画
を
立
て
て
い
れ
ば
難
し
く
な
い
。
Ｐ
Ｄ

許
の
期
限
が
切
れ
て
い
な
い
の
か
を
確
認
す
る
。
類
似
の
特
許
が
あ
れ
ば
そ
の
特
許
と
同
じ
試
験
を
行
い
、
効
果
が
勝
っ
て
い
れ
ば
最
新

 
特
許
を
も
っ
と
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
研
究
開
発
の
初
め
に
、
特
許
を
検
索
し
類
似
の
特
許
が
出
さ
れ
て
い
な
い
か
、
そ
の
特

能
効
果
も
試
験
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
こ
と
で
特
許
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
他
に
も
効
能
効
果
の
特
許
と
し
て
は
シ
ミ
の
改
善
方
法
や
美
白
成
分
の
特
許
、
シ
ワ
を
減
ら
す
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
抗
炎
症
に
関
す
る
効



集
ま
る
学
部
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ル
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
。
近
畿
大
学
が
医
学
、
薬
学
、
生
物
学
、
農
学
、
文
芸
も
含
め
た
香
粧
品
を
専
門
に
教
え
れ
ば
、
一
番
人
気
が

以
上

 
出
席
者
に
よ
る
記
念
撮
影
を
行
い
、
本
会
の
記
録
と
し
た
。

⑧
記
念
撮
影

 
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
特
許
に
、
新
た
な
技
術
に
、
論
文
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
き
っ
か
け
が
世
の
中
に
は
転
が
っ
て
い
る
。


